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Uber die Gedichte Georg Heyms 
Kaisuharu Ichikawa 
Zusammenfassung 
Hier in diesem kleinen Aufsatz behandle ich die Gedichte Georg Heyms (1887-
1912)， der mit Georg Trakl die deutsche fr臼h-巴xpressionistischePeriode reprasentiert. 
Das， was ihn besonders be-und auszeichnet， ist die V1SlOnare Tatigkeit seiner 
Seele. Mit seinen-oft furchtbarsten Visionen hat er， trotz seines kurzen Erden-
lebens， die Welt der Dichtung aufs auβers te bereichert. 
Er war， sowohl geistig wie auch korperlich， sehr vitaler， leidenschaftlicher 
Mensch. Aber gerade wegen dieser Leidenschaft und Vitalitat erstickte er fast an 
der Wirklichkeit， und bekam den tiefen Pessimismus und das revolutionare Pathos. 
Hinter dem Fortschritt der Zivilisation und dem materiellen Gedeihen der Zeit， 
hat er immer den Tod und Untergang der Menschheit vorausgesehen. Er schilderte 
die Verfluchung der Grosstadte， deren Steinwuste seine Dichtungsquelle nahrte. 
Zu Grosstadten hatte er die Has-Liebe in dem wahren Sinne des Wortes目
Sein Pessimismus hat die weltanschauliche Tiefe und Weite erreicht， und da 
kam die Vision des Kriegs 
1m Vergleich zum Schuldbewustsein Trakls， ist bei Heym die Gesinnung zum 
Herrschen und Strafen zu bemerken. Wenn sie beide auch gleichfalls prophet-
ische Dicher sind， die Ver丑uchungsvisionenHeyms nehmen doch eher die Richtung 
nach der Heldenhaftigkeit des Mythos， wahrend die Untergangsvisionen Trakls 
die apokalyptische Grausamk巴Jttragen. 
I. 
Georg Traklと共に，表現主義の時代を代表する詩人である GeorgHeym 
(1887-1912)について，その詩のいくつかを見ながら考えて行きたい。
同じく 1887年生れの Traldj)~ ， 看一護将校として出征した Galizien の戦線
で，狂気の中に，恐らくは自殺と考えられる死一一薬物の多量摂取一ーを遂
げたのは， 1914年 11月，大戦がはじまって間もなくの事であった。僅か 27
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歳で世を去った Traklの数少い詩には，我々の心を，その根底からゆるがす
様な，切実なひびきがある。このひびきの純粋さは?おそらく Trakl一回限
りのものであろう。そして，その不安定な死とは，およそ対照的な彼の詩の
完成度も1)。
Georg Heymは，更に若く 24才でこの世を去った。 しかも矢張り普通の
死ではない。彼は水に沈んで死んだのであった。期せずして同じ時代に，類
似した星の下に生まれた二人の詩人の作品が，お互いに，時として，非常に
他を思いおこさせる事があるのは，当然の事かも長rJれない。私自身の関心に
則して言えば， Traklを思わせる Heymの詩に，しばしばぶつかると言う事
になろうか。然し，それは飽くまでも一つの問題であって， Heymはそれ自
身で一個の存在なのであり， Traklと共に，表現主義の時代を，最も代表す
る詩人である事に変りはない。
Heymの資質，性格は， Traklと非常に異なって居り，従って，両者の詩
空間には大きな違いがある。大まかに言えば， Traklの内面性に対して，
Heymのペシミズムは極めて外向的であり，時として華麗であり，叉，ディ
ラムピッシュ dithyrambischでもある。ほろひを耐える者として， Traklに
は， 常に恩寵への予感一一法、向とまでは言えなくとも一一ーがあったのに対
し， Heymの期待するのは，むしろギリシャの神々であった。彼の短い生涯
は，それを極めて断片的なものにとどめてしまったが， Heymの心は，結局，
英雄の位界に向って居たのではなかろうか。その意味で，彼を表現主義者と
言うより，むしろ古典主義のシュールレアリスティックな変種ではないかと
考える友人の感想2)は，案外当って居るかも知れない。
しかし，その現われ方は異なるにしても，両者に共通して言える事，そし
てそれ故，私の心にかかわって来るのは，その措く Visionの世界である。
表現主義とは何かを，全般的に考える事はラ到底私の力に負える事ではない。
或いは，その功罪をあげつらう事も。 ただ言い得るのは，現実 見ただけ
の現実に，首までひたり切った自然主義，或いは，その情緒的延長の印象;主
義の， とりすました観照に， 死ぬ程倦怠を感じた 1910年代の若者達が，既
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成の世界を越えて，一段高い現実を期待する理想主義的な希求から，ただ彼
等向身の心の内の叫びを，投げつけたのだと言う事だけ
勿論，それは，初期の新鮮さを失えば，空疎な，お一，人間よ，と言う常
去の型 (O-Menschen-Stil)に堕してしまうか， !Jxいは， JJ~'支の否定に発して，
単なる崎型，異常の好みへと変って行くかするであろう。純粋であるだけ
に，変質しやすいもろさを，たしかに表現主義は持って居た。それは，一回
の叫びでこと足りるのであり，持続する心ではないのかも知れぬ。 19世紀の
リアリズムの作家達が，何れも長命であるに対し，表現主義の代表的な一一一
或いは，先駆的な詩人として考えられる Trakl，Heymが，いづれも二十代
の若さで，この世を去るのは，矢張り表現主義と言う，切迫した息づかいに
関係する事なのだろうか。
しかし この表現主義が，決定的に詩の世界を豊富にしたのは，その
visionarな心の働きであった。彼等は自己の Visionを現実に優先させ，現
実の人間世界は，詩人の摘く Visionの中で，もろくも崩れ去って行く。見
かけの堅周さのかげにひそむ額廃と没落が仮借なくつかみ出される(そし
て，言わば，この嵐をはらんだ，遥かに多く荷電された心象の現実を貫いて
流れるのは，詩人の悲しみであり，嘆きであり，怒りであり，そして予感で
あるのだ。表現主義者達は，その Visionに依って，近附くカタストロープ
を描き上げたのだった。
表塊主義者j主は，自己の Visionにさからう」切の現実を受け入れなかっ
た。上べだけの華麗，繁栄を憎悪し，その背後にかくれた没落を，文明の不
毛さを，大都会の石の荒肝 (Steinwuste)を，おそれと， おどろきと，怒り
の眼で観じとって，新たな人間の運命の回復を叫びつづけるのだ。おそら
しそれは，突然眼の前に現われた深淵で、もあったろう。そして若者達は，
その黒い深淵をのぞき込んだのだ。心に，はげしい苦悩を感じながら。
そして，この苦悩と言う契機が，表現主義の運動を，単なる青春の空騒ぎ
に終わらせなかったのだ。怒りであり，嘆きであり，或いは狂いであっても，
背悩に依って，それは恋志、ではなくなる。苦悩が卒福よりも豊かにする。
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(Leiden macht reicher， denn das Gluck.)3)結局，この精神性が， Heymに，
又時代の若者達に，発言権を持たせたのだった。
Heymの描く死の Vision，大都会の Vision，そして戦争の Vision.彼の
脳骨の内側には，異様に染め上げられた無数の Heym的現実が， 表現され
るのを待って居たのだ。この Visionの豊富さが，板く少数の表現主義者の
名を不滅のものにする。しかも，不思議な事に，これらの代表的な表現主義
詩人達こそ，既に，表現主義の枠内におさまっては居ないのだ。 Traklは飽
くまでも Traklであり， Heymは余りにも Heymでありすぎる。彼等は，
彼等自身である事に依って，一一意織しようとしまいと 人類すべての運
命にかかわって来る，あの大詩人達の列につらなって居るのである。
H巴ymの詩作品は，未完成のものもふくめて，その数は，彼の詩作の期間
を考えれば，非常に多い。従って，比較的無駄もあるように思われるが，或
いは，この豊能さが，矢張り Heymなのかも知れない。ここでは，後期一一
1910年以降一ーの詩にかぎって，しかも，私の理解の近附ける範囲で考えて
行きたい。参考となる文献も，余り手に入って居ないので，殆ど Heymの
詩とだけ向いあう形になった。
1. 
Georg Heymの死は，唐突に訪れる。 それは 1912年 1月Hi日， ベルリ
ン近郊の Havel河の上での事であった。 Heymは友人達とスケートに興じ
て居たのであるが，河岸の目撃者の話に依ると，その時，友人の一人 Ernst
Balckeが，突然，あたかも自殺する積りのように，氷の割目にとびこみ，そ
れを救おうとした Heymも，続いて水中に没し，共にそのまま，溺死した
と言う事であるべ あれ程生命に富み，当時，ベルリンのカフェに集まる若
き詩人達のアイドルであった Heymの死は， このように飽気ないものであ
っ7こ。
24歳で世を去る詩人が，常に死の，或いは自己の死の状景を，予感として
忠、し、描いて居るのは不思議ではない。往々考えられるのとは逆に，若者達の
(4 ) 
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方が，むしろ，より死に近附いた老年より多く，死を思、い，死を語るものら
しい。ただそれが，何等心の屈折を持たぬロマンティシズムに終わるか，或
いは Vision，しばしば要絶な Visionに到るか。そこに凡俗と詩人のわか
れが出て来るのであろう。
Heymの水死は偶然であった。然し， i皮の詩にしばしば水底での死が歌わ
れるとすれば，それはもう単なる偶然ではなくて，矢張り，詩人の運命への
予感，或いは，詩と死の不思議な結びつきと言った思いに，我々を誘うので
ある。
何時の時代でも， Opheliaは詩人の魂を動かす好個の材料であるらしい。
Heymの Ophelia詩は， Shakespeareの戯曲よりは，彼が最も影響を受けーた
Rimbaudの同名の詩からヒントを得て作られたのであろう。
髪の中には，河ねづみの仔の巣，
指輪をはめた予を，水の上に，ひれのように浮べて，
彼女は，水面に静かにうつる
広い太古の森の影の中を流れて行く。
聞に述ふ名残りの太陽は，
彼女の脳の枢の中に，深く沈む。
なぜ彼女は死んだのだ。なぜ彼女はこんなにも一人で，
しだや雑草をもつれさせる水の中を，流れて行くのだ。
1m Haar巴inNest von jungen Wasserratten， 
Und die beringten Hande auf der Flut 
Wie Flossen， also treibt sie durch den Schatten 
Des grosen Urwalds， der im Wasser ruht. 
Die letzte Sonne， die im Dunkel irrt， 
Versenkt sich tief in ihres Hirnes Schrein. 
Warum sie starb? Warum sie so allein 
1m Wasser treibt， das Farn und Kraut verwirrt5) ? 
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然し，表現主義時代の Opheliaは，もうロマンティツクな美しさなどを持
ち合せては居ない。それは，都会の汚水と，汽船の廃油にまみれた無断な姿
に変りはてる。
灰色の岸壁に，マストがそびえ立つ。
朝まだきの赤い空へ，森の焼けあとのように，
かなくそ色に黒々と。動かぬ水が，
くづれかかった倉庫のならびを，ぢっと見て居る。
鈍いひびき。渉は岸に沿って帰って来る。
都会の夜の汚水は，流れの上を
白い膜のようにただよい，
ドックに休んでる汽船の腹にこびりつく。
ごみ，果物，紙が厚い層となり，
汽船の管と言う管から，汚物が流れ出る。
も
白い踊りの衣裳が来る。 i由でぎらぎら光る水の面に，
むき出しの首。そして鉛色の顔。
Die Masten ragen an dem grauen Wall 
Wie ein verbrannter Wald ins fruhe Rot， 
So schwarz wie Schlacke. Wo das Wasser tot 
Zu Speichern stiert， die morsch und im Verfall. 
Dumpf tont der Schall， da wiederkehrt die Flut， 
Den Kai entlang. Der Stadtnacht Spulicht treibt 
Wie eine weiβe Haut im Strom und reibt 
Sich an dem Dampfer， der im Docke ruht. 
Staub， Obst， Papier， in einer dicken Schicht， 
So treibt der Kot aus seinen Rohren ganz. 
Ein weiβes Tanzkleid kommt， in fettem Glanz 
Ein nackter Hals und bleiweiB ein Gesicht6). 
(6 ) 
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Ophelia詩の流麗さより，このうつ陶しさ，どす黒さが Heymの本来であ
ろう。 Heymにとって，都会が特別の意味を持つのであるが，この詩はむし
ろ後述のベルリン連作などの，都会の Visionにつながるものかも知れない。
この様な Opheliaを描きたし、と言うのは，大戦前夜の若き詩人達に，随分共
通した思いではなかったろうか。それは美しきものを汚さんが為ではなく，
むしろ美しきものを守りたし、為なのだ。 burgerlichな時代の Banalit百tが，
美に耐えられなくなったと感じた時，彼等は汚きもの，みにくきもので，美
しきものの化粧をした。表現主義の青春一一或いはただ，青春にだけ許され
た特権と言う気がするが，誤りであろうか。
“恋人達の死"Der Tod der Liebendenに於ては，西欧の詩には珍しく情
死が歌われる。ここでは，死が官能的にやさしいものとしてあらわれるが，
彼の詩では，しばしば死がエロスと結びつく。
我々は，海底の影多い森で，
何時も，お互いのそばに居ることだろう。
同じ波が，我々を暗い所へ運び，
同じ夢を，我々のくちづけは飲むであろう。
死はやさしい。誰も我々には与へなかったもの，
故郷を，それは与へて呉れる。そしてそのマントに包んで，
死は，やさしく我々を，暗い墓へとつれて行く。
そこでは既に，多くの者たちが静かな国に，眠って居るのだ。
Wir werden immer beieinander bleiben 
1m schattenhaften Walde auf dem Grunde. 
Die gleiche W oge wird uns dunkel treiben， 
Und gleiche Traume trinkt der Kuβvom Munde. 
Der Tod ist sanft. Und die uns niemand gab， 
Er gibt uns Heimat. Und er tragt uns weich 
In seinem Mantel in das dunkle Grab， 
W 0 viele schlafen schon im stillen Reich7). 
(7 ) 
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次の詩行を読む時，私は，、あたかも自殺する積りのように¥氷の割目に
とびこんだのは，友人ではなくて，実は Heym自身だったのではなかった
のかと言う気がして来るのだ。
彼は，盲目の大波の中に歩み入る。
水草は水の底からはい上り，
みるみる彼の足は，引きこまれて行く。彼は水を呑み，
のどをごろごろ鳴らす。水が，のどをふさいでしまう。
Er tritt hinunter in die blinden羽Togen
Die Wasserpflanzen klettern auf vom Grund， 
Die Fuβe werden schnell ihm fortgezogen 
Er schluckt und gurgelt. i九Tasserfullt den Scblund8) 
更に，次の詩行では，詩人は自己の死と対話をして居る。水死と言う不慮
の事故で閉じるその短い生涯も，その詩業に於ては，予感として全きものと
なって居るのだ。詩人の心の不思議。我々の何故 Warum?も，いかにして
Wie?も，通用しない領域なのであろう。
私が死のうとして居る時，蛙よ，驚いた顔で私を見るな。
葦よ，ざわめくな。灰色の水よ，静かであれ。
みなも
水面よ，おだやかであれ。在、はお前のもとへ行く，
さすらい人が一人，死者達の家に入って行くように。
おごそかな気がする。そして，いまわしき悩みも消え去った。
そして，私の心は，広聞のように澄んで居る。
すべての(不明語)く大地〉を，我々は遠くへしめだした。
そして私は，岸の貝殻の国へと歩み入る。
そして夜は，影惜し涼しく吹きわたり，
(8 ) 
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私は，なほ沈み行く石のようだ。
魚共が，すでに，私に喰いついて，水底へ引ずりこむ。
葦よ，橋よ，船よ，雲よ，さらば。
Begaffe mich nicht， Frosch， wenn ich sterben will. 
Schilf， nicht rausche. Und graues Wasser [seil still. 
Flache sei ruhig. Ich komme zu dir herein， 
Wie ein Wandrer tritt in das Haus der Gestorbenen ein. 
Feierlich ist mir. Und fort ist die bδse Qual. 
Und meine Seele ist rein， wie ein weiter Saal. 
Alle (unl. Wort)くErde)haben wir fern verbannt. 
Da ich trete in Kusten回und恥1uschelland.
Und die Nacht weht schattig und k也hl，
Wie ein Stein bin ich noch， der herunterfallt. 
Mancher Fisch zupft mich schon， daβich untergeh. 
Rohricht und Brucken， Schiffe und Wolken ade9l. 
III. 
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Heymの描いたのは，死の世界であったと言ってし火、程に，彼の詩には多
くの死があらわれる。官民的な甘き死は，たちまち消えて，死は奪うもの，
ほろぼすものとして，その仮借なき全貌を示して来る。突如死がやって占来れ
ば，それは如何にふり払っても，まぬがれる事は出来ない。肉体はくづれ，
姐虫が這い，空しく骨は風に鳴る。詩人は，死の具様さにおどろき，彼の眺
める世界は，すべて死の色にそまり，死に君ー臨されて，到来する没落の縁に
立たされる。野をわたる死者達のつらなり，絞首された者達のおぞましき
Totentanz。詩人の心の網膜に結ぶ現実世界の映像は，そのままモルグとな
り，地獄の聖晩餐となる。
(9 ) 
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如何に甘き事か，悩みの後に夢を夢み，
光と大地の中へとくづ
もう何ものでもなく，一切からわかれ，
夜の息吹きの如く，眠れる者達の国へと
降り行く事は。
Wie suβist es， zu traumen nach den Leiden 
Den Traum， in Licht und Erdεzu zerfallen， 
Nichts m巴hrzu sein， von allem abzuscheiden， 
Und wie ein Hauch der Nacht hinabzuwallen， 
Zum Reich der Schlafer.・・・・・・・・・・・・目........ .. . .10) 
我々は，死の家の中で眠りたい。
聞の中，広い枢の中で，二人して。
Wie wollten wir im Haus des Todes schlafen. 
1m Dunkel， in dem breiten Sarg zu zweienll). 
然し，この官能も，やがてぞっとさせる冷い死の姿に変り，死の風をl吹き
こまれて，詩人の心は恐怖におののく。そして死者の不安と息苦しき。
“これは何だ。闇なのか。何と重い空気。
僕はどこに居るのだ。"不安にみちて，
指は，しめった祷の上を走りまわり，
低い塚穴の中に置かれた棺の，蓋のうらを探る。
“明Tas ist das 7 Dunk巴17 Welche schwere Luft 7 
Wo bin ich 7" Voller Angst die Finger hasten 
Auf feuchten Kissen hin und oben tasten 
Des Sarges D巴ckelsie in niedrer Gruft12). 
おそらくこれは，詩人の生の息苦しさでもあったのだろう。状景として，
(10) 
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これよりはるかに鬼気と気韻に富んで居るが，折口信夫の“死者の書"の書
出しが似て居て興味深い13)。 肯じえない死へ運命づけられている人間と言う
のは，まことにあわれな存在である。逃れられぬものであるだけに，その時
までは避けるか， 美しく措いてその苦しみをやわらげたし、と思うのだ。 然
し，本質への visionarな透視は，手軽な美化をさまたげ、る。 Heymの描く
死は，そのままの醜さであり，おそれである。そして神の居ない死である。
“山上の死者たちり“モルグ"“地獄"“黒いヴィジオン"“都会のl児い"等の
長詩をはじめ，到る所に死の風が吹き，死神と死者達がその踊りを踊るのだ。
然し，最もおそろしいのは，この様な個々の死の姿ではなく，現実それ自
体が，彼にとって既に死に絶えたものとして眺められる事であった。何の感
激もなく，ただ日々をつむいで行く呪われた人間達。わづかに息づく人間性
も，時代を蔽う邪悪なるものの重さにおしつぶされて行く。神はとっくに，
その力を失って人間に見捨てられ，このあわれむべき人聞をうかがうのは，
damonischな地底の力。生が生のままで死に変った位界。それが詩人の描き
出す Visionであった。
地下の世界，それは余りにもこの地とと同じだ。
Die Unterwelt， sie gleicht zu sehr der ErdeI4): 
逆に，地上の世界，それは詩人にとって，余りにも地下の世界と同じなの
だ。 Heymはこの生のとぎれを，ある時は，殆んど独り言として嘆きの調子
で歌い，ある時は，警告の叫びとして，その心地よい午睡の夢から醒めよう
とせぬ時代に向って投げつける。
何時の時代も，呪はれたものなのであろう。死をまぬがれぬ以上，人間の
運命も呪われたものと定まって居る。然し人間の，これは強さと言うのだろ
うか。それとも弱さと言うべきなのか。人はこの呪いの故にたやすくほろび
る事はしない。言わば，限を閉じる術を心得て，それを倖せと名附ける。然
し，矢張り誰か，倖せになれない人聞が居なくてはならぬのではないか。或
いは，倖せになろうとしない人間が。これは詩人自身の意識には，かかわら
(1) 
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ぬ事である。伝えられる Heymの世俗的な姿は，むしろ極めて，生にみちあ
ふれたものだったが，結局，彼のたどる道は，いわゆる幸福とは縁の遠いも
のであった。幸福である為には，余りにもその visionarな心の働きが豊かに
すぎ，近附くほろびが，その視野から去る事がなかったのだ。その活力の底
に，常に苦悩と，怒りと，そしてどうしようもないベシミスムがたたえられ
て居るのであり，それが夫折する若者の生の凝集度と，不思議な混渚をなし
て居るのであった。
夫折する者の時ならぬ老成は，時として実に悲痛な自覚の言葉を吐かせる
ものである。
僕は，僕の道が何処へ行くのか，もうわからない。以前は，すべてが
はっきりして居て単純であった。今では，すべてが暗く，ぱらぱらに
なってしまって居る。
Ich weiβnicht mehr， wo mein Weg hingeht. Fruher war alles 
klar， einfach. ]etzt ist alles dunkel， auseinander， zerstreut15l. 
或いは，
何れの生も道なし何れの小道も
もつれて居る。そして誰も終りを知らない。
ーなるものを見出さんと求めるものは，
彼が，黙し，空しく予を振ってるのを見るだけだ。
Weglos ist jedes Leben. Und verworren 
Ein jeder Pfad. Und keiner w巴iβdasEnde， 
Und wer da suchet， das er Einen fande， 
Der sieht ihn stumm， und schuttelnd leere Hande16). 
この絶望は切実である。かつての一一一それが何時の時代だったかは知ら
ぬ。要するに何時でもし、し、のだ一一一青春とは，このようなものではなかった
ろうか。心の底で，この断絶感に触れようとせず，徒らに結びつきの虚像を
求め，叉， しりぞける甘さが，現代の青春のつまらなさであろう。
(12) 
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五月
低い塀の上に，しほれたジャスミンの
花たばの匂いが，かすかに流れる。
近附く雨の気配が，
色あせた布のように，灰色の空を蔽いかくす。
遠きタの影につつまれて，
天のまるみはなほ，黄色い光の中に浮ぶ。
月桂樹の縁を通して，樫の中の子供の上へのように，
夕陽は，死の色を吐く。
Auf eine niedre Mauer stromt ein Strauch 
Jasmins verwerkend sparlichen Geruch. 
Den grauen Himmel uberzieht der Hauch 
Des nah巴nRegens， wie ein blasses Tuch 
Des fernen Abends Schatten deckt den Raum， 
Des Rundung noch in gelb巴sLicht getaucht， 
Wie auf ein Kind im Sarg durch Lorbeers Saum 
Die Abendsonne tote Farben haucht17l. 
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Heymには珍しい程に，非常に澄んだひびきを持つ，この詩の底にたたえ
られて居るのも，死の色である。私はこの詩が好きだが，それは，ひびきの
美しさと共に，短い，一見極めておだやかなこの詩の中に， 状景が Vision
へと転調して行こうとする“思いの深まり"を感ず、るからだ。 Heym詩の一
つの魅力はここにある。それは思いの深まりと言ったゆとりでなくて，もっ
ともっと性急な， 若者のやりきれない心情であったのかも知れぬ。彼の
vls10nむな心の働き，或いは， Nietzsche ~こもまさると白覚する，その
Vitalitatは，なまなかに平静な観照を彼に許さなかったのは，極めて当然な
事だが，間々，このように控えめな，単純な叙景が，それが本来である彼の
激しいパッシヨンにおとらず，或いはむしろ，それにも増して，我々の思い
を，むなしきほろびの世界へといざなう事がある。勿論，詩人の意識した
(13) 
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思いの深まりと言うものではないであろう。夫析の詩人には，死も没落も，
もっともっと直接的な姿で迫って来たに違いない。然しそれが，詩人の
Visionと言うものから離れて，言わば，片隅に引っこんだ表現を与えられる
時，却って，詩人の意、に反してまで深い感動を与える事があるのだ。結局，
形象白体に語らせる時，詩は一番大きな力を持つのではなかろうか。物が語
る時，詩人が一番多く語って居る。これは豊富な Visionを創造した表現主
義，或いは表現主義者と言われる詩人達のパラドックスかも知れない。形象
自体が語る時，いわゆる詩的なものが消え失せて，詩が生まれるのだ。
例えば“十一月円と題される次の詩は，詩人のこころざす以上に，深い情
感をたたえて，ほろびのひびきをひびかせて居る。
盲いた者達が道に立って居る。彼等の大きなまぶたが，
小さな毛皮の様にたれ下って居る。
背後の野の上，塔の先に，
日曜日の鐘が，静かにゆれて動いて居る。
時に，何処か遠くで手廻しオルガンの音。
時に，風にのみ込まれてしまうひびき一つ。
そして心は，いとわず悲しみに身をまかせ，
雲の下を，夏は，はるか後方へと帰って行った。
かみてになほ，何人かの人々が行く。
彼等の黒く高い影。そしてそのマントがひるがえる。
褐色の頭を，風に吹きたわめられて，
ポプラは空高く，ざわめきの音を立てる。
丘を越えて行く者の姿は，遠くかすかに，
光を失って死にはてた太陽に，照らし出される。
そして，山あいの7京けさの上に，
黄色い夕陽が，消えて行く。
(14) 
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Blinde st巴henim Weg. Ihre groβ巴nLider 
Sind wie kleine Felle heruntergehangt， 
Eine Sontagsglocke hintenラ dieuber den Feldern 
In der Turmspitze sanft sich schaukelt und schwenkt. 
Manchmal ein Leierkasten irgendwo ferne. 
Manchmal ein Ton， den der Wind verzehrt. 
Und das Herz gibt der Trauer sich gerne， 
Unter v可olken，da Sommer so ferne gekehrt. 
Oben gehen noch einige L巳ute
Hoch und schwarz， und ihr Mantel fliegt， 
Und die Pappeln sausen uber die Himmel， 
Braun mit den Kopfen， di巳 Windverbiegt 
Wer uber die Hoh巴ngeht， spiegelt sich ferne， 
In der winzigen Sonne， lichtlos und tot， 
Und uber der bergigen Schluchten Kuhle 
Loschet ein g巴lbesAbendrot18) 
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彼の短い生涯の， 最後の数カ月の間に作られたものに，このように思い
がほに沈んだ詩が時々見られる。不思議な事だが，死の前の詩に於ては，極
めて無駄が省、かれるものだ。
IV. 
常に死とほろびの Visionの中に生きる Heym自身は，極めて情熱的な，
生命にみちあふれた人間で、あった。それは肉体的にもそうであって，何れの
友人も，彼が極めて動きの活発なラそしてスポーツを愛する古こ年であった事
を語って居る。
彼の描いたのは没落の姿ではあったが，彼自身は決して額廃した詩人で、は
なかった。都会の詩人としての彼の師は， Baud巴laireであり， Verlaineで
あり， Rimbaudであったが，その地上的な資質としては， Rimbaud に一番
近かったのではあるまいか。 Heymのこの physischな健康さは， Traklの
農夫的な強じんさと共に，彼等の詩に，或る時は深し、 "I[動突"めいた沈うつ
(15) 
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な力を与えて居る。彼等は，詩的な表現をする詩人らしき存在なのではなく
て，根元を歌う詩人そのものであったのだ。それはまことに，時代の病んだ
姿と対照を示す力強さであったと言えるだろう。
Heymの健康は，勿論，自足した普通の健康人と言う意味ではなくて，そ
の情熱の過多，そして才分を持つ詩人と，自己を観ずる自負は，大戦前夜と
言う不穏な淀みの時代的環境と，著しく不調和な触れ方をして，常に焦慮，
苦悩と言う形であらわれ，定、惰な現実への断罪となり，革命的な志向，更に
はカタストローフ一戦争への期待となってあらわれるのである。
Nietzsche， Kleist， Grabbe， Holderlin.いにくらべて，僕のすぐれ
て居るのは，どこだろうか。それは，はるかにはるかに生命力に富ん
で居る事だ。し、し、意味でも，悪い意味でも。
Was ich vor Nietzsche， Kleist， Grabbe， Hδlderlin. ..voraus habe? 
Daβich viel， viel vitaler bin. 1m guten und im schlechten Sinn19l • 
この日記の一節は，若者の客気ではあるが，同時にあきらかに彼の自覚の
言葉でもあった。或いは，
一点で，僕は彼等 (Byron，Kleist， Grabbe， Buchner等。筆者註)と，
全く似かよって居る。情熱の力と言う点で。
1n einem sicher bin ich ihnen verwandt， in der Kraft der Leiden-
schaft20l. 
この彼の情熱と言うのは，非常に直裁に， direktなものだ。それは彼が愛
を言う時，極めではっきりして居る。彼の愛の抱き方と言うのは，そのペシ
ミズムの精神性に対して，むしろ非常に形而下的，と言うより非形而 k的な
ものに思われる。彼が愛を言う時，それは極めてはばの狭いもので，殆どの
場合，ストレートに世俗的な恋の意である。彼の人生には，何人もの女性が
登場して， 日記の相当多くの部分が，その事の為に費されて}uるが，この数
多い愛の何れもが，死に到るほどのものとは思えない。単に官能的と言うの
(16) 
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でもなく， むしろこの direktな情熱が，先に立って突走って行く様なおも
むきがある。感じとしては，如何にその名をとなえても，結局愛の対象はど
うでもよくなってしまって居る。恐らく H巴ymは，恋人としては性急すぎ
て落第であったろう。
僕はく愛さ〉ねばならない。それが僕の運命なのだ。
Ich mus ebenくlieben). Und das ist mein SchicksaFl). 
と言う様な先入主みたいものに追いかけられるのであり，従って実らぬ愛
からは，直ちに癒える情熱への確信もあったのだ。
一つだけ僕は自慢出来る事がある。僕はすぐ立ち直れると言う事
だ。 Toni.Emmy. Nelly. Die R..s， Hedy， Mary， Annemarie， Lilly. 
何とおそろしい傷だったろう。その傷はもう直ったのだ。そして今の
僕は，何と豊かな思いで，あの辛かった日々を眺めて居る事:だろう。
Eines macht mich stolz: Wie schnell ich geheilt werde. Die 
furchtbaren vVunden: Toni. Emmy. Nelly. Die R...s， Hedy， Mary 
und Annemarie und Lilly. vVie sind sie geheilt， und mit was fur 
einem Gefuhl von Reichtum schaue ich jetzt auf diese einst bitteren 
Stunden22) . 
愛に於けるに限らず， Heymのこの弾力，一種の天真鯛漫さは独特のもの
だが，それは一つには，罪意識の有無と言う事に関聯して居るように思われ
る。ここでもまた， Traklの姿が私の眼の前にちらつくのだが， Traklのあ
の罪意識一一意識と言うには余りに稀薄な，むしろ罪障性への傾きとでも言
うべきもの一ーから発して，ほろびのままに身をまかす受苦の姿に対して，
Heymのとる姿勢は， 極めてH負にみちた， 挑戦的なものであり， およそ
罪の観念は見あたらない。彼にあるのは，むしろ罰，断罪への志向であり，
自らを神の地位に置く事であったように思われる。勿論，それは善悪優劣の
問題ではなくて，あくまでも二つの個性の違いに過ぎない。何れの側に親近
を抱くかは，読む者の，言わば好みにかかわる事であろう。
(17) 
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Heymは，全く正直に，自分を神の子と見なして居る。死の前年の日記
に，次のエピソードが出て!苫る。
朝，特に長く眠った後で、ゴムの櫛を使うと，僕の髪はパチパチと音
がするだけではない。それなら普通だ。それ所か十分位も，とに角櫛
を使うたび、に，本当に火花が雨のように降るのだ ....一口実際の
所，僕は，それがどうしても，僕が神々の子孫である事を証明してる
のだと思いたくなるのだ。
Wenn ich morgens-zumal， wenn ich lange geschlafen habe 
meine Haare mit einem Gummikamm kamme， so gibt das nicht 
nur ein gewohnliches Knistern. Nein， es gibt ungefahr 10 Minuten 
lang， so oft ich durchfahre，巴inenordentlichenFunkenregen.... 
In der Tat， ich bin stark geneigt， das fur einen Beweis meines 
gottlichen Ursprungs zu halten23). 
そしてこの神は，決してキリスト教の神ではなくて，ギリシャの神々への
予想、であろう。或いは，人間の運命を支配する異教の神々である。権力への
意志と言うと大袈裟だが，彼には，支配する力への共感があった事はたしか
だ。その意味で，若し彼が生き続けすこら，ナチになってたかも知れぬと言う
意味の，友人の発言24)もフそれ程突飛なことではないかも知れぬ。英雄性へ
の好みは，たしかに Heymの抱いて居たものである。
Traklが絶えずほろびの詩人でありながら，同時に，たとえ予感的にも
せよ，常にパンと葡萄酒の位界を思い措いて居たのに対 L，Heymにとって
は，神一一宗教的な神は，呪うべく愚かしく，気の抜け匂たものにすぎない。
僕はお前をi児ふ。神よ。安物の金ぴか身分の老いたる愚かものよ。
血まみれの幽霊。ひとり，夜さまようものよ。
お前は休むことなく，天から天へといそいで歩きまわる。
新しい苦しみはないかと，いつもお前の分別をすりへらして居る
(18) 
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しかし，僕はお前より倖せだ。老いたるタイラントよ。
僕は死ぬ事:が出来る。勝利の声をとげて谷間の影の中を行く。
僕は忘却の川のほとりに眠る。あわれな男よ。
お前は永遠だ。そしてお前のおぞましき苦しみも，永遠なのだ。
1ch v巴rfluchedich， Gott; alter Narr in dem Flitt巴rstand.
Blutig Gespenst. Einsamer Nachtwandrer， du. 
Du eilst durch die Himmel ohne Rast， ohne Ruh. 
Nach neuer Pein stets zermarterst du deinen Verstand. 
1ch bin doch besser daran， als du， alter Tyrann 
1ch kann sterben. 1ch geh in der Schatten Tal 
1m Triumph. 1ch schlafe bei Lethe. Du， armseliger Mann 
Bist ewig. Und ewig wahrt deine grause QuaP5l. 
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"冥府の)1Styx"の Iに於ては，救済からすら身を救いたし、と言うH'i動
的な欲求が感ぜられる。神へのこの性急なイロニーは，時代的背景として，
世界大戦と言う破局を前にした若者の焦慮の故でもあろう。
詩人と Lての自覚Lt，心の内部に住む陪いものへの畏敬をよびおこす。
汝ラ i試よ，昼となく夜となく私をかけめぐ、り，
私の血のl倍い流れの中にすみ，
lL、の血合波立たせるものよ。
陥く，謎にみちて，
私の奥深く君臨するものよ。
心動かさぬものよ，タが訪れる時，
他の准もが決して，そう i土眺めなかったように，
夏の肝，森，
そして都会を
眺めよと，在、に命ずるものよ。
(19) 
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私をひきさらって，道を行くものよ。
.................・・・目・・・田ぽ..ー.
これからなほ，何時までか。
或る日，お前が黒い煙のように立のぼり，
そして，死者達の記念の日の後に，
花でかさずられたテーブルを置きさるように，
私を見捨てるまでか。
Der du， ein Sturm， (mich) durchwanderst Tag und Nacht， 
Der du in meines Blutes dunkelen Gangen wohnst 
Der es brausen macht. 
Der dunkel und ratzelvoll， 
Tief in mir thront. 
Ungeruhrter， der mich zu schauen heist 
Wie nie ein andrer geschaut 
Des Sommers Fluren， den Wald 
Und die Stadte， 
羽Tenndunkel der Abend graut. 
Der du mich durch die Strasen reist. 
Wie lange noch ? 
Bis du ausfahrst eines Tages， 
Wie ein dunkeler Rauch， 
Und mich verlaβt， 
Wie die bekranzte Tafel 
Nach einem Totenfest26). 
これは，詩人の誇りでもあり，不安でもある。おそらく多くの人間が，こ
れと同じ事を感じたり，考えたりするであろう。然L，このおそれとおのの
きに身をまかす者だけが，詩人となるのだ。
(20) 
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彼のこの Vitalitatは，現実の世界にぶつかって，極めてぎぐしゃぐとし
た反応を示す。彼の生のリズムと，現実のテンポが余りにも喰ひちがし、すぎ
るのだ。
古文の生の充実と息7Efしさは，死，自己に対しては刻!って平逝の予感となる。
それはすでに見た通りだが，書きすぎると言う友人達の非難に対して， Heym 
l主日記にこう答えて川一る。
あの連中は，女1ったような顔をして，僕は書きすぎると非難する。
あわれな奴等だ。たくさん書くからと言って，し、し、ものが簡単に失わ
れる事ーはない。それに，一体，僕がどれだけ生きれると言うのだ。
Das kleine Narrchen， Schulz， und auch andere werfen mir pedan-
tisch vor， das ich zuviel scha任e.Arme Seelen. Was gut ist， verliert 
nicht durch Quantitat. Auserdem， wer weis， wie lange ich noch 
lebe27). 
詩と言うのは， Traklに於けるが如く，むしろ寡黙へ向うものではなかろ
うかと私は考えて居るが， Heymのこの豊銑さも，彼の立ちいそいだ死を思
へば，納得できない事もない。彼の生を納める為には，現実のキャパシティ
が小きすぎる。詩人は無意識の中にそう感じて居たのだ。
彼の心のはげしさは叉，現実の牛ーを，死の影の下に眺める事を彼に強いる。
それは， nらの崩壊に気付く事を肯ぜぬ，極めて散文的な怠惰な世界への断
罪となり，没落の歌をひびかせる事になるのだ。そして，絶望した詩人の心
は，そのはげしさのまま，はけ口のないペシミズムへと変り，やがて， I~ilわ
れた世界を焼きつくすものとして，戦争と言うカタストローフへの期待とな
るのだ。
何か起ってさへくれたら。叉パリケードが築かれるなら。僕は一番
先にその上に陣どる事だろう。更に僕は，銃弾に心臓を射ち抜かれ
て，昂揚した気分の陶酔を感じたい。或いは，戦争が始まって呉れる
のでもいい。正義の戦いでなくたってし、し、んだ。今の平和は，古家具
の，にかわの上塗りみたL、に， ぐうたらで，油でべとべとして居る。
(21) 
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Geschahe doch巴inmaletwas. Wurden einmal wieder Barrikaden 
gebaut. Ich ware der erste， der sich darauf stellte， ich wollte noch 
mit der Kugel im Herz巴nden Rausch der Begeisterung spuren. 
Oder sei es auch nur， das man einen Krieg beganne， er kann un-
gerecht sein. Dieser Frieden ist so faul und δlig und schmierig 
wie eine Leimpolitur auf alten Mδbeln2S) •
勿論，この様な一節だけをとり上げて見れば，何時の世の若者も考えそう
なことだが，彼の詩を読み， しかもこれを眺めるなら，私は，彼の心のはげ
しさと，絶望的な焦燥をつくづくと感ずるのだ。白己の外側にある何かの主
義主張に拠ってと言う不純さはない。ただ詩人自身の Visionがあるだけで
あり，苦悩が，幸福よりも豊かにすると言う自覚の精神性があるだけだ。
これに類似する文章が，日記中にしばしばあらわれるし，その詩の中にも
多いが，私はその熱狂，或いは情熱のかげに，むしろ隠者めいた心の冷え
一一勿論プラスの意味で言うのだが一一ーを感ずる時がある。おそらく，合間
合間にあらわれる， ひそやかな， 沈んだ調子の詩一一前掲の“五月"“十一
月門等一ーの印象が，私には案外強いのと，苦悩をいとわぬ心の態度，更に
その VlSlonむな透視の故であろう。 Visionは情熱でもなく，精神でもない。
それら単一のものを越えた，詩人の直観的な心の働きであり，詩人自身をも
越えて，何時しか人類のすべてにかかわって来るのだ。
僕は，この陳腐な時代の巾で，僕の熱狂を眠らせたまま主主息してし
まいそうだ。
-ich ersticke noch mit meinem brachliegenden Enthousiasmus 
in dieser banalen Zeit29). 
結局，志向としての表現主義の士台は，この，時代の Banalitatに窒息し
そうに感じた所にあるのだろう。この Banalitむとの戦いが，表現主義者達
の願ったものであり， Heymの警告的な Visionの世界も，ここから生れて
来るのだ。
(22) 
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V. 
都会。 Heymにとって¥都会一一彼の現実の生涯で言えばベルリンーーは
特別な空間で、あった。 もともと彼は， Schlesienの小さな都市に生れたのだ
が，その生涯と詩作の場所はベルリンであった。ベルリンと言う大都会を舞
台にしてはじめて，彼の詩才が十全の活躍をなし得たのだった。フランス革
命の Pathosをよしとする詩人は，パリへの憧れを抱くが，その地を知る事
なく終る。彼にとってはベルリンがすべてであった。
Heymのベルリン。或いは一般的に，表現主義者と都会と言う関係になろ
うか。 表現主義l:t，都会と言う石の荒野 (Steinwuste)の上に開いた花で、あ
った。資本主義，大企業，労働問題，帝国主義，軍国主義。当時の政治，社
会，経済的な背景の下に考えられねばならぬのは勿論の事だが，何れにしろ，
都会は，人間の最も尖鋭な智慧が生んだ機能と文明の結実であった。すべて
の可能性の集まる所，そしてそこから時代がはじまる所。 Heymにとっても
勿論，その意味で，都会は彼に自由な7雨期を可能にした場所ではあったが，
同時に，その都会が，全く不毛な石野，ほろひ、を一杯にたたえた荒地とも映
ずるのであった。最も多く人聞が群がって，最も多く非人間的な都会は，詩
人の眼に，最も如実に，没落の相を示すのでもあった。
大工場，機械，立並ぶ家々，雑沓，騒音，資本家，労働者，狂人，囚人，
娼婦，病気，富み，飢え，貧しさ，叫び，吐き気，灰色の空，汚水，ありと
あらゆる主義，思想。都会には，すべてのお膳立てがそろって居る。然し，
詩人にとって重要なのは，もはやこれらの事実の単なる積みかさね，つなが
りではなくて，それらのものの Visionだけなのだ。彼の visionarな心の働
きは，これら都会の上ベだけの華麗な喧騒を透過して，そのかげにひそむ荒
涼たる人類の運命の腐触を読みとり，或いはむしろ卑小なるもののかげに，
直実の人間性を見出したりもする。
Heymは，この大都会に対して，言葉の真の意味に於L、ての Has-Liebe
を抱いて居た。人間のi児はれた姿の，最も端的なあらわれとしての都会に，
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殆んど怒りにも近い憎悪を抱くと同時に，この喧騒と崩壊の世界にこそ，彼
は自分の詩の根を養う泉を見出して居たのであった。それは，古典的なリア
リズムの均勢のとれた落着きから，程遠いものであるのは勿論， 19世紀末自
然主義の粗野な Milieuの描写とも異なったものであったしー瞬間の印象に
のがれる，言わば無責任な印象主義からは全く絶縁する。
叉，この Has-Liebeは，表現主義の情熱のすぐ、後を，その反動の形で、お
そう Neu巴Sachlichkeitの文学とも，極めていちじるしく対立する。表現主
義と同じく，機能的な大都会の文明を母胎として生れる NeueSachlichkeit 
は，もう機械に対する人間の優位を主張しようとはしなくなる。勿論， Neue 
Sachlichkeitにも，それなりの必然性はあろう。大戦と言うエネルギーの放
出の後で，実用的な単純さ，或いは実用的である事が最も沼他ある事だと考
へる単純さに，心が向くのは十分に理解出来る。表現主義の熱狂が，決して
人聞を救うことなく終ったのだから。恐らく NeueSachlchl臼 ltの思潮を一
貫して流れるのは，青年アメリカのイメージであろう。新大陸の理想主義を
まだ持ち続けながら，機械，建築，映画，その他の産業組織に，無駄のない，
新しい価値を創造して行ったアメリカへの渇仰。この Amerikanisationが，
Neue Sachlichkeitの底を流れて居る。 NeueSachlichkeitにとって重要なの
は，飽くまでも機能ーであり，スピードであり， businessであり，直線的構成
の平明さであり，人間性そのものが，文明の機能性と共に展開して行くと，
信じ得る心の無邪気さであった。
この文明の申し子の NeueSachlichkeitにくらべれば，表現主義は，一時
期，大都会の空に咲いたあだ花かも知れぬ。しかし，二十世紀のはじまりを
大きくいろどるのは，矢張り表現主義の叫びであったのだ。結局は Vision
の有無であろう。 NeueSachlichkeitのオプティミズムは，現代人の思考法，
或いは生活のテクニックの中に，そのまま入りこんで居る事はたしかだ。然
し，私には，それが，あくまでも時代の思潮以上のものではなし心をゆり
動かすものとは感じられない。ベシミズムラオプティミズムの優劣と言う事
でなく，矢張り精神の振幅度，深度の問題であろう。 NeueSachlichkeitも
(24) 
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一つの思潮として， フレッシュな情熱ではあった。然し， それは， 事実
(Tatsache)と平静さ (Nuchternheit)への情熱であれ時経れば味なきもの
となり，文明への従属的な奉仕者の役目より持ち得なくなる。
1910年に作られたベルリン連作は，この大都会に対する Heymの讃歌で
ある。連作と言えるほど，相互につながりはないが，習作を入れて十のベル
リン詩は， 1910年4月から， 12月にかけて作られた。 その中，八つまでが
古典的な Sonettの形をとって居り，内容も，最後のものを除いて，比較的
落着いて，喧騒と雑沓とアニユイの世界都市 Weltstadtへの，言わば肯定的
な，フレッシュな印象と言った思いが強い。
勿論，単純に，大都会の雑沓と喧騒の中に埋没して行くのではなく，詩人
はむしろ，傍観者の位置に立って居るのだが，三度繰返される位界都市
Weltstadtと言う表現が， この都会に対する，詩人の心の誇りと愛著を感じ
させて居る。しかも面白いのは，これらの詩の中に， しばしば，駅の雑沓，
列車の進行が描かれる事だ。おそらく当時の鉄道は， Heymにとって， 20世
紀文明のダイナミズムの具象化であったのだろう。一一
汽車の黒い肺が吐き出す，煙の雲は，
春の日のように，ばら色に輝き，
巨大な氷の塊りを，音立てて押し流す
川の上にたなびいて行く。
Rauchwolken， rosa， wie ein Fruhlingstag， 
Die schnell der Zuge schwarze Lunge stδβt， 
Ziehn auf dem Strom hinab， der riesig fl.oβt. 
Eisschollen breit mit Stos und lautem Schlag30l • 
と言う書だしではじまる“汽車"Die Zugeの詩がある。彼の詩の底から，
時々，憧れのように，汽車の轟音がひびいて来る事がある。一一そしてベル
リンは，世界のすべてのいとなみが，そこに流入し，そこから発して行く停
車場であった。その意味で， Heymのベルリンは世界都市であったのだ。何
れのベルリン詩も，大仰な身振りはなく，しばしば季節の風物誌めいた作品
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であるが，我々に，この世界都市への郷愁を感じさせて呉れる。
ベルリン II
ポイント切替えのために，汽車はしばらくとまって居た。
一つの音が，耳をとらえた。
一軒の古い家の塀から，かぼそい弓の運びで，
三つのヴァイオリンが，おづおづとひじごし、て来た。
中庭で，三人の男たちが，静かに弾いて居た。
彼等の袖なし外套は，雨にj需れ，
その中の一‘人は，盲者用の傘を持って居た。
子供達が，そのまわりをとりまいて，立って居た。
屋根裏部屋の，低い窓からは，
老いた男が一人，嵐をつげながら，灰色の宝匡に，
動いて行く雲あしを見て居た。
汽車は動いた。我々は轟音をあげながら，
停車場のホームへと，すべりこん計。そこは，
位界都市のタの喧騒，人聞の洪水で一杯だった。
Der Zug hielt eine Weile in den Weichen. 
Von einem Tone ward das Ohr gefangen. 
V on eines alten Hauses Mau巴rnklangen 
Drei Geigen schuchtern auf mit dunnem Streichen 
Drei Manner spielten in dem Hofe leise， 
V on Regen waren naβdie Pelerinen. 
Der Blinden Schirm trug einer unter ihnen. 
Die Kinder standen um sie her im Kreise. 
lndes am niedren Bodenfenster oben 
Ein alter Mann sah auf zum Wolkenfalle 
Die sturmend sich am grauen Himmel schoben. 
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Der Zug fuhr an. Wir brausten in die Halle 
Des Bahnhofs ein， die voll war von dem Toben 
Des Weltstadtabends， Larm und Menschenschwalle31l • 
然し，この様な，心情的に詩人のふるさととも言うべき都会が，常に彼を，
心地よさにみちびいて居たのではない。ベルリン詩の比較的単純な鼓景の底
にも，我々は，何か不穏な時代の息苦しさを感じとるのだ。たとえば，次の
様な詩行に。
田園風景の中に，
我々は，巨大な煙突の，夜ののろしを見た。
目 Indem Idylle 
Sahn wir der Riesenschlote Nachtfanale2l. 
或いは，
雨は白い壁となって，音立てて降る。
嵐に吹き散らされるように，雲は逃げる。
雨あしは，明るい風に吹かれ，
道の縁に沿って，アスフアルトの上を走る。
磨L、た支柱にささえられた街路樹は，
揺れて，白い葉うらを見せる。
大ねずみの黒い群のように，
停車場の出口の前には，傘の行列。
Der Regen rauscht in einer weisen Wand. 
Die Wolken fliehen， als ob sie Sturm zerbliese 
Das Regenwasser lauft am Straβenrand 
Und auf dem Asphalt hin in heller Brise. 
Die Straβenbaume schwanken an den glatten 
Pfahlen， und zeigen weiβden Blattergrund. 
Wie eine schwarze Schar von grosen Ratt巴n，
So stehn die Schirme vor des Bahnhofs Mund33l • 
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最後に，ぽつんと一つだけはなれて， 12月に作られる“ベルリン VIII" 
では，既に都会は，その生の躍動と華麗さを失ってしまう。これは，その詩
の作られた季節の故でもあって，他のベルリン詩が， 4月， 7月， 8月に(乍ら
れて，その時々の明るさと活犠さを持ってるのに対し 12月に{乍られた“ベ
ルリン VIII"は，単なる毅景としても，暗く，黒ずんで行くではあろうが，
それとは別に，これは詩人の心の向け方に依る事でもあった。
遠くかなた，はだかの木々，立並ぶ家々，
生垣，物置の間に，世界都市の波が，ヲI¥，、て行くあたり，
そして，凍りついたレールの上を，
長い貨物列車は，重たげ、に，その身を引ずって進む。
Fern zwischen kahlen Baumen， manchem Haus， 
Zaunen und Schuppen， wo die Weltstadt ebbt， 
Und auf vereisten Schienen muhsam schleppt 
Ein langer Guterzug sich schwer hinaus34). 
詩人の心に，冷い風が一吹きすれば，この世界都市の表情が一変する。今
まで、大地をならしながら進んで来た汽車は，突然，時がとまったように，そ
の轟きを失って，よたよたと身を引きずって行くだけになってしまう。詩人
の眼に眺められた都会の壮大さは，徐々にくづ、れて，ただの巨石の荒野と変
り，生の息吹きは，ゆっくり淀みはじめて，何時しか，死の吐く患にとって
変わられる。私には，詩人の眼にうつる映像が，そ‘の視線の強さにたえられ
ず，崩壊しはじめ，遂に，詩人の心象の Visionへと転化して行く過程が，
はっきりわかる。 Heymは，その愛してやまぬベルリンを眺めて，全く無気
力な，死の鳥の黒い翼の影に蔽はれた都会の映像を得たのだ。
ベルリン VIII vこ描かれる negativな都会像が，詩人の passlvな受とり
方から都会への呪誼と言う aktivな発想へと変って行くのは，都会っ子
HeymのVitalitatを思へば，何の不思議もない。それは，彼の死の Vision
と重なって，やがては，世界観的な崩壊感へと深まって行く。それは，或る
時には次の詩行のように静かでもある。
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そして更に遠くへと。タ聞が，島の木立のまわりに，
黒い冠を置くあたり，そして，葦のしげみに，
波が，にぶく打ち寄せる所。
何もない西空に，月の光のようにつめた<，
煙はまだ残って居る。丁度，死者達の行列が，
にび
鈍色の空を，ほの薄く，動くともなく進んで行くように。
Und wieder weit hinaus. Wo Dammerung legt 
Den schwarzen Kranz um einen 1nselwald， 
Und in das Rohricht dumpf die W oge schlagt 
1m 1巴erenWesten， d巴rwie Mondlicht kalt， 
Bleibt noch der Rauch， wie matt und kaum bewegt 
Der Toten Zug in fahle Himmel wallt35l • 
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私は， Heymのこの様な静謡な叙景が非常に好きだし，案外，このような
所に，彼の真骨頂があるのではなし、かと思ったりもするのだが，少なくとも，
二十四年だけの地上の生命より与へられなかった Heymの切迫さは，到底，
この沈思のみを彼に許しては置かなかった。これはベルリンを流れ，やがて
詩人がその水q:lで死ぬ Havel河の光景である。
かくして，今や， Heymの描くのは，大都会の呪はれたみじめさである。
その苦悩， [1区吐が，黙示録的な恐怖とはげしさで，書きつづけられる。時に，
天際に警告の光が輝き，人間の頭とに，熱い灰がまき散らされても，既にそ
の予兆を判じ得る者は居ない。詩人のペシミズムは，その Vitalitatとから
み合って，地底的な陰うっさを帯びて来る。
私は， Heymのこの都会[児誼のはげしさに，時代の転回を前にした若者の
焦慮と同時に，自分の立つ現実を自らつき崩して行く詩人の苦悩の純粋さを
(29) 
262 市川勝治
感ずる。生命を惜しまぬ所が有るのだ。余り単純に割切りたいわけではない
が，それが国民性の違いなのか，或いは個人的な問題なのか， Heymにし
ろ， Traklにしろ， ドイツの初期表現主義者と言われる詩人達は，逃れる
事をしない。彼等は，何れも， Baudelaire， Verlaine， Rimbaudを我が師と
するが，フランスの詩人達が 言葉の不足を，おそれずに言えば一一一
Dekadenz，高踏，耽美と言った方向にそれる事を心得てるに対し ドイツの
苦き詩人達は，非常に生真面目であった。これも，勿論，優劣の問題ではな
い。ただ言えるのは， ドイツ表現主義時代の詩人のいちじるしい青年性
L、し、意味でも，思い意味でも一ーと言う事である。
人聞がその権能を失った都会を支配するのは，邪悪と il見いの神としての
Damonである。そしてそれは，自身，断罪への志向を持つ詩人の Visionの
招き寄せた神であった。長いが，“都会の神"Der Gott der Stadtをあげて
置く。そして，この神が，やがては，位界観的なひろがりを持つ時，戦争神
の Visionへと重なり合って行くのだ。
部会の神
彼は，家々の上に，はば広く坐って同ーる。
風が，黒々と，彼の額のまわりに休んで)昔る。
授は怒りにみちて，最後の家並が，はるかかなた
淋しい野に消えて行く方を，見つめて居る。
タ， 日の神ノくールの腹が赤く輝く。
まちまち
大きな都会々々が，彼のまわりに膝まづく。
無数の，教会の鐘が，
黒い塔の海から，彼の方へ大波のようにひびいて来る。
コリパントの踊りのように，何百万の人聞の音楽が，
街々に，音高くと父ろく。
煙突の煙，工場の雲が，
香煙が育くなびくように，彼の所まで立ちのぼる、
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彼の眉に，嵐が〈すぶる。
暗いタが，知覚を失って，夜へと移って行く。
嵐がはためき，怒りにさか立つ彼の頭髪から，
はげわしのように，鋭くみつめる。
彼は，肉屋のような拳を，閣の中にのばす。
彼は，それを振まわす。火の海が，通りをかけぬける。
そして光のもやが，音たてて，
街をのみこむ。やがて，夜があけそめるまで。
Der Gott der Stadt 
Auf einem Hauserblocke sitzt er breit. 
Die Winde lagern schwarz um seine Stirn. 
Er schaut Voll Wut， wo fern in Einsamkeit 
Die letzten Hauser in das Land verirrn. 
Vom Abend glanzt der rote Bauch d巴m Baal， 
Die grosen Stadte knien um ihn her. 
Der Kirchenglock巴nungeheure Zahl 
W ogt auf zu ihm aus schwarzer Turme Meer 
Wie Korybanten-Tanz drδhnt die Musik 
Der Millionen durch die Strasen laut 
Der Schlote Rauch， die Wolken der Fabrik 
Ziehn auf zu ihm， wie Duft von Weihrauch blaut. 
Das Wetter schwelt in seinen Augenbrauen. 
Der dunkle Abend wird in Nacht betaubt. 
Die Sturme flattern， die wie Geier schauen 
Von seinem Haupthaar， das im Zorne straubt. 
Er streckt ins Dunkel seine Fl巴ischerfaust.
Er schuttelt sie. Ein Meer von Feuer jagt 
Durch eine Strase. Und der Glutqualm braust 
Und friβt sie auf， bis spat der Morgen tagt36). 
(31) 
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VI. 
そして，この Damonが，時代のほろびを招き寄せるものとして， apoka司
lyptischな形姿をとる時，突如，戦争が行手に立ふさがる。それは，彼の死
後，二年半を経てはじまる世界大戦の予言と言ってしまうだけには，余りに
なま
も生の Visionであった。
詩人と言うのは，意識するとしないとにかかわらず，しばしば予言者であ
る。地震計の針の如く，先んじて，地底のかすかな震動を感じとり，ほろび
の歌をひびかせて人の眠りをさまし，更に，はるかな彼方への洞察のもとに，
遠き未来に人間の運命を托そうとする。我がひびきへの共鳴を見出さず，時
代に疎隔して行く詩人の言葉は，時に，嘆きとなれ時に，絶望の叫びとな
りラ時に，世をl児うが如き調子にたかまるが，その底に常にあるもの，それ
は，愛，まことの悲しみの愛なのである。おそらくここに，我々のうかがし、
知れぬ，詩人の栄光と悲痛さがあるのであろう。 Traklは，この愛の自覚な
くして， しかも最も Holderlinの系譜をたどるものであるが， Heymも叉，
その絶望的な情熱のはげ、しさをもって， Holderlinの徒であった。
久しく眠って居た彼は，立上った，
I也底深くの， ドームから。
半時の中に，彼は立つ。大きく，そして誰にも気づかれずに，
そして，その黒い手で，月をにぎりつぶす。
Aufgestanden ist er， welcher lange schlief， 
Aufgestanden unten aus Gewolben tief. 
In der Damm巴rungsteht er， gros und unerkannt， 
Und den Mond zerdruckt er in der schwarzen Hand37l • 
この彼一一戦争の壮大な立上りはどうであろう。神の力に依ってか，人の
力に依ってか，久しく地下に封じこめられて居た彼が，今やその眠りから醒
めて立上る。その智と平安に奪って，民|を占う術を忘れた人間の眼には，彼
の黒々とそびえる姿が，もう認められないのだ。都会のタの雑硲の中に，未
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知の開が，ひろくその影を落して来る。賑はう広場の人のうずも，やがて淀
みつかえて凍りつく。 一瞬あたりは静かになり，人は思わず周聞を見廻すが，
誰もまだ，その故を知らない。小路で，彼等の肩をつかむものがある。振向
いて問うても返答はないのただ一つの顔が蒼白くかすんで行くだけだ。遠く
に，鐘の音が，すすりなきの音をたてる。彼等のとがった顎のまわりで，髭
がこきざみにふるへ，街に恐怖の気配がみなぎって来る時，
山の上で，彼はすでに，踊りはじめる。
彼は叫ぶ， さあ立てフオ昔前j主戦士よ。
彼が打ち振る黒L、頭は，ひびきをあげ，そのまわりには，
幾千のされこうべの鎖が，音高く鳴りながら，たれ下って居る。
Auf den Bergen h巴bter schon zu tanzen an. 
Und er schreit: Ihr Krieger alle， auf und an. 
Und es schall巴t，wenn das schwarze Haupt er schwenkt， 
Drum von tausend Schadeln laute Kette hangt38) 
のがれ行く昼の，最後の輝きの中からヲ彼はj_:iJ;荏のように歩み出る。既に，
流れはI租の湯気をあげ，葦原の中には無数の屍，それを求めて，死の烏達が
集って居る。彼は，武器のひびきの中，死者の山で重くされた橋の上に立ち，
夜の中へと，里fを横切って火を放ちゃる。それ1i~荒々しく吠える赤い犬のよ
うに，閣の中に走って行き，夜の黒い世界を， くっきりと浮びとらせる。恐
ろしき火に，その縁を真赤に照らし出された世界を。時い平療は，数知れぬ，
先のとがった軍帽に埋めつくされる。そして彼は，更に火勢を強めんと，路
上に右往左往するあらゆるものを，什上き捨てるように，火の中に投げこみ，
焔は，燃えながら森々を飲みこんで行く。黄色い踊揺が，木の校にしがみつ
く。しかし f皮は，炭焼人夫のように，そのとまり木を切落し，一層はげし
く火はうなりをあげて燃えさかる。
まち
大きな都会が一つ，黄色い煙につつまれてくづれ，
そして，音もなく，口を聞いた奈落の底へと，のみこまれて行く σ
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然し，彼は巨人の如く，燃えさかる廃埴の上に立つ。
たいまつ
荒れ狂う天に，三度，その矩火をまわして，
嵐に，ちぎれた雲の照り返しの上，
死の閣に，冷たく荒れ果てた天に向って。
更に，この業火が，広き夜を，焼きつくし，
涯青と火が，ゴモラの上に，したたり落ちよと。
Eine grose Stadt versank in gelbem Rauch， 
Warf sich lautlos in des Abgrunds Bauch. 
Aber riesig uber gluhnden Trummern steht. 
Der in wilde Himmel dreimal seine Fackel dreht， 
Uber sturmzerfetzter W olken Widerschein， 
In des toten Dunkels kalte Wustenein， 
Das er mit dem Brande weit die Nacht verdorr， 
Pech und Feuer traufet unten auf Gomorrh39). 
未完ではあるが，十一節のこの詩には，ほろぼすものとして，擬人化一一
或いは擬神化された戦争の，根源的な暗黒が，詩人の絶望的な Visionにう
つし出されて，残す所なく描かれて居る。それは，この世の栄えをほろぼす
と共に，そのほろびをもほろぼすものであり，呪われたものであると同時に，
呪いを呪うものでもあった。この地底の力を呼び出す事が，死と没落の詩
人，大都会の眠吐を歌う詩人， しかも現世的な活力を十分にそなえた詩人
Heymの，殆んど運命的な必然でもあったのだ。或いは，この世での使命で
あったのかも知れない。
やや印象主義風に， Liliencronの戦場詩を思わせる次の詩の鼓景の簡潔さ
は，嘆きもなく，怒りもなく，むしろそれ故に，戦闘の非|育とむなしさを，
極めて明瞭に描いて居る。既に1910年の秋9月， 如何なる予感のもとに，
この詩は生れたのであろう。予感と言うより，もはやそれは，体験された世
界である。東方の門より，あけそめる曙光は，何の光であろうか。ただに希
望ではあるまい。その光に照し出されるものは何であろう。或いは，照すベ
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きものもない，空しい(leer)光であろうか。
戦いのあとに，
五月の畑，緑の畦，花を疾床にして，
所狭く，しかばねは，よこたわる。
投げ出された武器，幅のない車，
引くりかえった，鉄の砲架。
黒く，赤く，焦茶色の野の道を蔽う水たまりから，
血の湯気があがる。
朝まだきの空に，脚を突張って，
たおれた馬の腹が，白くふくれあがって居る。
冷い風の中に，なお，死に行く者連の泣き声が，凍りつく。
その時，東の門を，おしあけて，
蒼白い輝きがあらわれる。結色の微光，
素早く走る曙の，五回し、帝。
Nach der Schlacht 
1n Maiensaaten liegen巴ngdie Leichen， 
1m grunen Rain， auf Blumen， ihren Betten. 
Verlorne Waffen， Rader ohne Speichen， 
Und umgesturzt die eisernen Lafetten. 
Aus vielen Pfutzen dampft des Blutes Rauch， 
Die schwarz und rot den braunen Feldweg decken， 
Und weiβlich quillt der toten pferde Bauch， 
Die ihre Beine in die Fruhe strecken. 
1m kuhlen Wind friert noch das Gewimmer 
Von Sterbenden， da in des Osten Tore 
Ein blasser Glanz erscheint， ein gruner Schimmer， 
Das dunne Band der fiuchtigen Aurore4O). 
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非常に，この詩は色彩が豊富だ。それが一面，印象主義風な，絵画的な効
果をあげて居る事もたしかだが，一方では叉，極めて不安定な，何時，どこ
から，引裂くようなはげしさが，生ずるかも知れぬと言う，言わば静けさの
不安をも予感させる。 Heymは， Goghの色調に親近を感じて居るのである
が，この詩の平静さを成立たせて居る，諸形象の色彩のかげには，あきらか
に Goghへの予想があると思われる。如何にして， Goghの色調を，詩の中
に移すか。それは，疑いもなく， Heymの目指したものであった。
この詩に於ては，状景が，詩人の Visionへと深まって，更にそれが再び，
現実の錠景へと戻って来て居るのだ。これは，言葉では解き得ぬ事であり，
詩の不思議，詩人の心の不可思議と言うべき事柄になるであろう。この時，
詩人は，その意識とはかかわりなく，神の座につくのだ。
然し， Heymにとって，戦争とは，一体何であったろう。彼が，戦争の
Visonarであった事はわかる。そして，ここで拙かれるのは，単に，戦争と
言う一つの事象，乃至はそれへの予感だけではなくて，時代の下降，没落，
解体，崩壊と言う世界観的な洞察だと言う事もわかる。然しそれでも矢張
り，彼にとって，戦争とは何であったのだろう。肯定とか，否定とかが問題
なのではない。戦争ーカタストローフと言うものへの，彼の情熱が，何れの
方向に向いて居たかと言う事なのだ。
勿論，これらの詩を，前掲の，言わば戦争欣求の日記の文章と，単純に結
びつけようとするのではないが，時代の Banalitatに窒息する詩人は，この
戦争の Visionに，一種の息抜き， negativな救いを見出して居るのではな
かろうか。これは，精神分析的な意味で言うのではない。戦争がフレッシュ
なものと感じられる程，詩人にとって，時代は，手あかにまみれMて居たので
あった。或いは，当時はまだ，戦争が英雄的であり得ると考へられ得たので
あろうか。何れにしろ， この事ーこそが，詩人を最も絶望に追いやったもので
あり，見ように依っては，非常に危険な，戦争への期待を，彼に抱かせたの
だっ7こ。
“戦争 1"に，ただ，到来する戦争の脅威と，恐怖だけを見るなら，それ
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は足りない。戦争一神は，破壊するものであると同時に，救うものでもある
のだ。それは，詩人の言葉に依って，呼び出されたものではあるが，自らも
また，人間に合げ知らせるものである。それ故にこそ，次の祈りが生れて
来るのだ。詩人は， ['j分をも引きくるめて， この世をほろほす嵐を招かん
とする。
戦争のゴム管の上に，坐して居る汝，偉大なる神よ。
殺裁の息吹きをl噛んで、居る，豊頬の者よ。
明方の嵐の如く，死を解き放て。
主よ。我々に，火を，雨を，冬を，飢えを，与へよ。
Groser Gott， der du auf den Kiegsschlauchen sitzest. 
Vollbackiger du， der den Atem der Schlacht kaut. 
Laβheraus wie Sturm gegen Morgen den Tod， 
Gib uns Herr， Feuer， Regen， Winter und Hungersnot41 • 
そLて，この心のはげしさが，戦争の Visionを，言わば Mythosの世界
にまて、高めたのであった。
Traklの生涯の最後を飾る，戦場での詩作は，その悲痛なひびきと， La-
kon回 nusとで，常に，我々の心を震わせる。特に，最も最後の作品“Grodek"
を前にして，私は，何時も[ヨ分は黙らねばならないと言う気がするのだ。
それは，沈黙よりも，はるかにはるかに寡黙であり，ただ，ひびきだけが，
ひびいて肘ると言ってもよいであろう。それに比して， Heymの先験された
戦場詩は， Traklを想起させながらも，意志的なもの，或いは意識的な内覚
を，より多く感じさせる。そこに，二人の詩人の違いが，はっきりあらわれ
て凶ると思われるが，結局， Traklの描く戦争←ーほろびの Visionが，神
話的な悲劇性に高まりながら矢張り Apokalypseの世界であるのに対し，
Heymのそれは， apokalyptischな凄絶さを持ちながら，むしろ Mythosの
世界に向って居ると言う事であろう。 Heym(土，たとへ negativな意味にせ
よ，自身一人の戦士であったのだ。
(~7) 
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しかし，血なまぐさい日々の，ほろびの上に，
影の如く，巨大な姿を示して，死は歩み出る。
そして，かなたの平原から，なお赤く，火のように，
死に行く者達の，叫びと讃歌が，ひびいて来る。
Aber riesig schreitet uber dem Untergang 
Blutig巴rTage groβwie ein Schatten der Tod， 
Und feurig tonet aus fernen Ebenen rot 
N och der Ster benden Schreien und Lo bgesang42). 
彼程，戦争一一カタストローフの到来を，殆んど肉体的な感覚で，予感し
たものは居なかった。それは，歴史的な必然とか，論理的な判断，或いは政
治的な思考や，イズムへの傾きなどとは，全く無関係に，正に，詩人の
Visionの力に依ってであった。もはや，戦争の悪などと言う言葉も，ここ
では通用しない。善悪の規準では，到底とらえられぬ，原初的なもの，地底
にひそむ闇黒の力として，戦争は，詩人の心を，かくもはげしく，震わせた
のであった。その damonischな神の力をうけて，詩人は， banalな時代を
札弾L，一切をほろぼすものとして戦争を，招き寄せたのだ。 “我々の多く
にとっては，彼の死と共に，大戦ははじまった。少なくとも回想に於ては，
そうである "0 Fur viele von uns begann damals， mit dem Tode H巴yms，
der羽Teltkrieg.Die Erinnerung wenigstens laβt es so scheinen43)ー と言
う，友人の言葉は，その通りのものであったろう。予感は，回想、に依ってで
なければ，たしかめられない。琴星の如く，とく来り，とく去った彼の生涯
も，すべての彼の詩と同じように，近附くカタストローフへの讃歌で、もあり，
先んじた挽歌で、もあったのだ。
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VII. 
最後に。若し彼が，不慮、の死をとげる事がなかったとしたら，どうであっ
たろう。勿論，こんな仮定法は，大した意味を持つものではないが，彼の詩
も，そして生涯も，まだまだ未完のまま終ったと言う思いが非常に強いのだ。
彼が，水死の運命をまぬがれたとしても，おそらく，二年後に起った世界大
戦が，彼の生命を奪った事で、あろう。詩人は，自分の描いた Visionの中に，
ほろび去ったに違いない。銃弾に心臓を射抜かれて，↑光惚たる陶酔の中に艶
れるか。或いは，おそろしき地獄の前味に，心狂わせて艶れるかは知らず。
しかも，史に生きつづ、けたなら。彼の詩は，どの様な展開を見せた事で、あ
ろう。その Visionの世界は，絶えず，大都会の石の荒野と，そこへ放り出さ
れた人間の運命を，絶えず，地平の彼方より起る嵐の前ぶれを，歌ひつづけ
たろうか。それとも，合間々々におとず、れる，あの平明な詩形式に，憩いを
見出して行ったであろうか。或いは，何処かで，神と行き合う事ーがあったろ
うか。それとも， 一層，ギリシャの古代に傾いて，古典主義への道を，辿っ
た事で、あろうか。 Goetheを，遂に讃える事なく終った Heymであるが，や
がて，古典主義的な完成に，近附いて行ったかも知れぬと言う事は考えられ
そうである。それとも， Hillerの言う如く，ナチになり得る可能性もあった
だろうか。私には，この想像も，それ程，的はずれではないような気がする。
し、ず、れは堕落するにせよ，ナチも一つの叫びであった事はたしかだ。そし
て， Heymのはげしい Vitalitatは，何にでもなり得たのだ。彼が，この世
での職とした，法律の仕事以外には。
今更，その死の可否を論ずるのではない。つまらぬ後人の繰り言に過ぎな
い。然し， Heymの時ならぬ死は，才能の，可能な発展を，芽のうちに，つ
みとってしまったには違いないが，同時に，言いうるのは，その未完成が，
彼の詩に，類のない，青春の魅力を与えて居るのでもあり，そして，この未
完成が一一矢張れ彼の完成なのかも知れない。
(昭和44年4月30日受理)
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テキストは， Heinrich Ellermann社の全集四巻(第四巻 Erlauterungen，Lesarten， 
Bibliographieは未刊)の中の， Band 1 Lyrik (1964)を使った。日記の文章は，三巻
(1960)に拠る。
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彼の人の限りは，徐かに覚めて行った。まつ黒い?交の中に，更に冷え圧するもの
の澱んでゐるなかに，日のあいて来るのを，覚えたのである。
した した した。耳に伝ふように来るのは，水の垂れる音か。ただ凍りつくや
うな陪閣の中で，おのづと，隠と捷とが離れて来る。
膝が，H友が，徐ろに埋れてゐた感覚をとり戻して来るらしく，彼の人の頭に響い
て居るもの一一一。全身にこわばった筋が，僅かな響きを立てて，掌，足の裏にヨヨ!る
まで，ひきつれを起しかけて居るのだ。
さうして，なほ深い関。ぽっちりと日をあして見廻す障に，まづ圧しかかる黒い
巌の天井を意識した。次いで，氷になった岩林。両ij，zに垂れさがる荒石の壁。 した
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したと岩伝ふ雫の音。
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